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持続時間より短く感じられることが確認されている D この結果は以下の実，験の心理物理量として適用されている O




な音まで様々な印象を与えることが明らかにされている。因子分析の結果， 1"迫力因子j， 1"広がり性因子j ， 1"金属性
因子j ， 1"美的因子」の 4 因子が抽出されている D 心理量と物理量から算出される指標を対応させたところ， 1"迫力因
子」はラウドネスレベル， 1"広がり性因子J は音圧レベルの時間変化， 1"金属性因子」は sharpness ， 1"美的因子」は
音のオンセット部分の 1/3 オクターフーバンドレベルパタンとよい対応を示すことが示唆されている。
第 4 章では，スポーツ場面の音についてより詳細に検討し，第 3 章で得られた結果を確認するとともに，特に
sharpness の時間変化パタンが印象評定と関連していることが明らかにされている。
第 5 章では，第 3 章，第 4 章で得られた知見を打楽器の音について確認し，特に部分音のレベ jレの時間変化ノf タン
の相違によって印象が変化することが示されている。





定実験を行い，第 3 章--5 章で得られた結果の検証を試みている o その結果，音源の識別が不可能な人工音について
も， これまでの実験結果の妥当性が確認されるとともに，スペクトルパタンと振幅パタンの組み合わせが音色知覚や
大きさに影響を及ぼしていることも示唆されている。








(1) 音色の印象評価に先だって，衝撃音に対する聴覚系の応答について検討を行っている O 定常音では，立ち上が
り部分の overshoot，それに続く suppression，オフセット後の after-eff ect がみられるという動特性のモデ








(3) 衝撃音は l 秒以内の短い音であるが，その短い時間の聞に種々の要因が大きく変化し，それが衝撃音の印象に
影響を及ぼすと考えられる。実験で得られた心理量について，種々の物理量との対応を検討した結果，定常音
の音色の評価法として提案されているラウドネスレベルなどの他，衝撃音の動特性も考慮にいれた音圧レベル
や sharpness の時間変化パタンが衝撃音の音色の印象を規定するのに大きな貢献をしていることが示唆されて
いる o これらの要因と衝撃音の総合的な快さとの関係について検討し，快適な衝撃音を得るための方策につい
て提案している。
以上のように，本論文は衝撃音の音色の印象を評価する方法を明らかにし，特に動特性モデ、ルに基づ、いた時間変化
パタンの重要'性について新しい見解を示している。本論文で得られた知見は，衝撃音の不快感を減じ，さらに快い音
はより快適にするための設計に資するところ大であり，音環境の改善に寄与することが期待されるo よって本論文は
博士論文として価値あるものと認めるo
? ???
